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【フォーラム―現場から問いかける―】 

生涯スポーツを支えるもの 

高橋 喜子（岩手県武術太極拳連盟） 
 
 皆さんは健康のために何かスポーツをされていますか？私は「太極拳」を始めてかれこれ

26 年くらいになるでしょうか。学生時代から長くバスケットボールを続けていましたが、

結婚して出産する時期にスポーツから少し離れることとなりました。二人の子供が幼稚園

に入り、そろそろなまった身体を動かそうかと友人の勧めで何気なく始めたのが太極拳で

した。太極拳の面白さと仲間にも恵まれ、現在は自分の練習の他に、指導員としての活動や

県体育協会の加盟競技団体「岩手県武術太極拳連盟」の運営に関わる仕事などもしています。

意外と思われるかもしれませんが太極拳は競技スポーツとしての側面もあり、「武術太極拳」

として県大会や全国大会、また「ＷＵＳＨＵ」としてアジア大会や世界大会も開催され、岩

手から優秀な選手も輩出されています。 
 岩手県の太極拳愛好者は団体で会員登録されているだけでも 800 名以上、それ以外も含

めると本当に多くの方々が楽しまれています。太極拳はそれぞれの体力に合わせて無理な

くできることもあり、年齢層は幼児から 90 歳代の高齢者まで幅広く、近年は介護予防の現

場にもたびたび取り入れられるようになりました。青少年層ではいわゆる「カンフー」で知

られるような俊敏な動作を基本に練習していますが、愛好者全体ではゆったりとした動作

が中心です。長く太極拳を続けていらっしゃる諸先輩方を見ると、実に若々しいのです。お

そらく何も運動をしていない同年代の方々と比べたら、格段に姿勢も良く柔軟性もあり、い

きいきしていらっしゃる。太極拳という生涯スポーツがその手助けとなっているとしたら

嬉しいことです。 
太極拳がもたらすその活力の源は何でしょうか。身体的な運動効果はもちろんですが、誰

でもできる簡単な動作から始められることで「自分にもできた」「先週よりぐらつかずに動

けた」などというささやかな達成感の積み重ねがあり、また、練習することで知る奥深さに

ふれることで「もっと上手に動いてみたい」という意欲や向上心が湧いてくる、そんな過程

がその人を「いきいき」とさせているようにも感じます。ささやかな達成感や次への意欲が

生まれる環境を継続して作っていくことは、どの年代でも、とりわけ高齢者においては忘れ

てはならないことでしょう。 
もうひとつ重要に感じるのは「仲間」の存在です。様々な年齢、様々な経歴を持った人た

ちが太極拳を通して交流しています。お互いの関係の濃淡は当然人それぞれですが、たわい

もない雑談から、練習を通した励ましや感謝、ある種の一体感、おそらく太極拳というきっ

かけがなければ出会えなかった人たちとの、家庭や職場とはまた違った関係は、日常生活に

刺激を与え豊かにもしてくれています。 

【特集】人生・生活・社会の「幸福／well-being」を考える 

―現代行動科学会第 35 回大会テーマセッションから― 

 

拝啓この抄録読んでいるあなたはどこで何をしているのだろう 

 

熊谷星臣（フリーライター） 

岩手大学を、行動科学をあとにしたあの日からまもなく 2年が経とうとしている。その

卒業後の人生がいかほどであったか、どのように歩んできたか、名前の横に不似合いに添

えられた肩書をもって察していただきたく思う。現代行動科学会に足を運ばれた方にはい

くらか詳しく話したつもりでいるが、仕事のことを偉そうに語るにはまだまだ尻が青い。

しかし、行動科学 20 代を代表して本テーマセッションに呼んでいただいた身である。こと

人生においては 24 年も波乱に満ちた時を過ごしてきた。わずかながら幸福について語らせ

ていただくことにする。 

 私は幸福とは人のために生きることだと捉えている。そして、ただただ自己犠牲の献身

のような人生ではなく、そこに迷いがないこと、心から正しいと信じていることが本当の

幸福であると考える。 

 思えば、幼き頃より人を喜ばせること、楽しませることが何よりの幸せであり、そのこ

とを念頭に置き自己満足的に行動してきた。綺麗事のようではあるが、言うなれば人の笑

顔が自分の笑顔、といったところだ。 

 加えて最近は何かに所属すること、何かを任されること、何かを守らなければならない

ことなど、「役割感」のようなものを実感して日々生活していくことがどこか幸福やウェル

ビーイング（よい状態）につながるのではないかと考えるようになってきた。 

 その「役割」の中で、人を喜ばせること、楽しませることというのはけして最優先事項

ではなく、だからこそその凄さ、意義を再認している。それをどうにか仕事にしていくの

か、あくまで人生のオプション程度にとどめて行動するのか、個人的には最大の悩みであ

り、模索しているところである。 

 以上より、あらためて幸福とは人のために生きることだと考える。人を喜ばせたり楽し

ませたりすることも、「役割」をもって生活することも、いずれも人のために生きることだ

と言えるのではないだろうか。突き詰めれば自分のために生きることが人のために生きる

ということになるのかもしれない。エゴイストのように自分のために生きること、そこに

迷いも、偽りもないこと。そのことが結果として人のために生きることとなり、社会の幸

福になるのだろう。 

 24 年の人生において考えが変わったり、新たな価値観が現れたりしていることからも、

「幸福」が明確な形を持たずに変化していくことは自明であろう。ましてや今後の人生に

おいて「役割」が増えていくことは想像に容易い。それらの変化に柔軟に対応することで、

この社会を生き抜くヒントのようなものを見出せるかもしれない。 

 

拝啓この抄録読んでいるあなたが幸せな事を願う。 
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さて、長いこと「太極拳」の活動に携わってきた私ですが、次世代の指導者や運営にかか

わる人材の育成に思いをめぐらす年齢ともなってきました。太極拳に限らず、多くの皆さん

が生涯スポーツを楽しむことができる影には、先立ちとなる指導者や運営に携わる方々の

存在が欠かせません。しかし多くの場合は、運営の多岐にわたる仕事も事情の許す会員それ

ぞれが家庭生活のすき間で分担しながらこなしているのが現状です。法令遵守、組織統治力

などがスポーツ団体にも厳しく問われる時代となり、責任ある仕事を担う次世代の人材育

成と確保は悩ましい問題です。 
近年、総合型地域スポーツクラブの話題や、中学校の部活を外部指導者に委託する話題も

耳にします。その種目にある程度の知識や経験があり、体力や指導力、責任感も持ち合わせ、

決まった時間にその場所に来てくれる地域の人材を確保すること・・これはなかなかの難題

です。 
最後は少し愚痴っぽくなってしまいました。願わくは、ゆとりある社会が実現され生涯ス

ポーツを楽しめる未来がありますように。 

【第35回個別発表抄録】 

集中講義「精神保健」（子ども発達支援領域） 

―アクティブ・ラーニング導入の試み ― 

糸田 尚史（名寄市立大学） 

 

１．問題 
 新カリキュラムに変わるまでという条件でＡ大学生活科学部保育学科の「精神保健」を集中講義によ

り担当することになった。そこで、Ｂ看護専門学校で精神看護学Ⅱ（精神保健領域）の非常勤講師もし

ていた時期に作成した「90分×15回」分の看護学生向けのスライドを用いた講義と同じ内容での授業

を計画した。しかし、保育学生向けに作り替えてほしいと言われ、子ども発達支援領域にかかわる「精

神保健」の講義内容へと組み替えた。 
さらに、2017（平成29）年度に名寄市立大学にお招きした当時は京都大学にいらした溝上慎一氏に

よるアクティブ・ラーニングに関する講演（模擬授業）にも大きく触発され、「精神保健」の集中講義

にはアクティブ・ラーニングも導入してみることにした。 
２．方法 
 「精神保健」は保育学科の２年生にとっては初めての集中講義であり、10時40分から17時50分

までの４コマ続きの授業を４日間連続で受ける学生たちの心身の負担を考慮すると、区分は講義科目

ではあるものの、演習科目的な学修を加えてもよいとの示唆をいただいた。座学の講義のほうは講義

室においてパワーポイントによるスライドを用いて行い、アクティブな演習のほうは保育実習室と大

学の周りの屋外で行うことになった。 
 アクティブ・ラーニングに関しては、溝上の講演を参考に、①講義、②読解、③視聴覚教材、④デ

モンストレーション、⑤グループディスカッション、⑥活動や体験をする、⑦他者に教えるなどを試

行した。そして、アクティブ・ラーニング導入の効果については毎時のレスポンスカードと最終日に

おける感想の記述から評価する方法をとるものとした。 
３．結果 
全講義終了後、受講学生達からは「講義と実習があってとてもわかりやすかった」「わくわくするよ

うなものがたくさんあった」「座学もエクササイズもたくさんある充実した４日間だった！」「驚きの

連続だった。正直、今までに受講したことのないような内容だった」「座学のスライドでみたことをや

ってみることで実感することができた」「演習と座学を半分ずつ行う授業だったのでよりためになっ

た」「座学以外にも学び方がたくさんあり、あっという間の４日間だった」などの肯定的なコメントが

得られた。 
４．考察 
①講義（スライド）、②読解（貞方宏著「行為の喪失の時代」）、③視聴覚教材（映画『レインマ

ン』）、④デモンストレーション（手遊び）、⑤グループディスカッション（絵本）、⑥活動や体験をす

る（親子遊び、寄り道散歩）、⑦他者に教える（寄り道散歩の「おたより」の作成）などのアクティ

ブ・ラーニング導入を試みた。その結果、学生達からの評価も良好といえる集中講義「精神保健（子

ども発達支援領域）」にすることができた。 
 




